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四
人
の
天
正
遣
欧
少
年
使
節
、伊
東
マ
ン
シ
ョ・

千
々
石
ミ
ゲ
ル・
原
マ
ル
チ
ノ・
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
が

八
年
の
旅
を
終
え
て
長
崎
の
港
に
帰
っ
て
来
た

の
は
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）六
月
二
十
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。�

　
そ
の
お
り
同
行
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
日
本

巡
察
師
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ・ヴ
ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
神
父

（Alessandro  Valignano

／
一
五
三
〇
〜
一

六
〇
六
）は
、西
洋
式
の
活
版
印
刷
機
を
持
ち

込
ん
だ
。こ
の
印
刷
機
は
、ロ
ー
マ
か
ら
の
帰
途
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
が
購

入
し
た
も
の
だ
っ
た
。�

　
ヨ
ハ
ネ
ス・グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク（
一
四
〇
四
〜
一

四
六
八
）が
、ラ
イ
ン
川
中
流
域
の
葡
萄
酒
の
集

散
地
マ
イ
ン
ツ
で
活
版
印
刷
を
創
業
し
た
の
は

一
四
六
四
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。そ
の
活
版

印
刷
術
は
、葡
萄
絞
り
機
か
ら
考
案
し
た
と
い

う
も
の
で
、母
型
に
鉛
と
ア
ン
チ
モ
ン
の
合
金
を

流
し
込
ん
で
造
っ
た
金
属
活
字
に
、

油
性
の
イ
ン
ク
を
塗
っ
て
、紙
に
プ
レ
ス
す
る
方

法
で
あ
る
。豪
華
な
四
十
二
行
本
聖
書
の
印
刷

を
行
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。教
会
で
は

そ
れ
ま
で
、修
行
僧
た
ち
が
数
年
が
か
り
で
聖

書
を
書
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、こ
の
複
製

技
術
は
画
期
的
な
発
明
で
あ
る
。�

　
こ
の
印
刷
機
は
そ
の
後
イ
タ
リ
ア
、ギ
リ
シ
ャ
、

フ
ラ
ン
ス
、オ
ラ
ン
ダ
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、ポ
ル
ト
ガ
ル

と
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
ヨ
ー
ロッ
パ
各
地
に
普
及

し
た
。ヴ
ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
神
父
は
、こ
の
印
刷
機
を

日
本
布
教
の
強
力
な
道
具
と
し
て
持
ち
込
ん

だ
の
で
あ
る
。鉄
砲
・
羅
針
盤
・
印
刷
機
の
三
大

発
明
を
駆
使
し
て
の
、い
わ
ゆ
る
十
五
、六
世
紀

の
大
航
海
時
代
が
そ
の
背
景
と
し
て
あ
っ
た
。�

���　
こ
の
印
刷
機
は
島
原
半
島
の
加
津
佐
の
セ
ミ

ナ
リ
オ（
円
通
寺
跡
、天
辺
の
丘
辺
り
）に
設
置

さ
れ
、布
教
活
動
の
た
め
の
宗
教
教
典
、語
学

修
得
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
類
の
印
刷
が
行

わ
れ
た
。そ
の
後
印
刷
機
は
文
禄
元
年（
一
五

九
二
）に
天
草
の
コ
レ
ジ
オ（
河
浦
町
一
町
田
辺

り
）に
移
り
、慶
長
二
年（
一
五
九
七
）さ
ら
に

長
崎
の
コ
レ
ジ
オ
へ
と
移
動
を
か
さ
ね
た
。長
崎

の
コ
レ
ジ
オ
は
ト
ー
ド
ス・
オ
ス・
サ
ン
ト
ス
教
会

（
現
在
の
春
徳
寺
、夫
婦
川
町
十
一
番
）に
あ
っ

た
。三
カ
所
を
移
動
し
な
が
ら
も
、お
よ
そ
五

十
種
ほ
ど
が
印
刷
さ
れ
た
が
、現
存
す
る
の
は

二
十
九
種
ほ
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
出
版
物
を

キ
リ
シ
タ
ン
版
と
よ
ん
で
い
る
。代
表
的
な
い
く

つ
か
を
右
に
あ
げ
て
お
く
。�

　
こ
の
う
ち
、天
草
版『
伊
曽
保
物
語
』は
、ロ
ー

マ
字
で
表
記
さ
れ
る
が
、日
本
最
初
の
西
洋
文

学
の
翻
訳
書
と
し
て
文
学
史
の
上
で
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。『
ラ
ポ
日
対
訳
辞
書
』は
日
本

語
を
ラ
テ
ン
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
対
訳
し
た
も

の
。な
か
で
も『
日
葡
辞
書
』は
見
出
し
に
日
本

語
三
二
、八
七
一
語
を
か
か
げ
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
説
明
し
、用
例
を
掲
げ
る
。ま
た
、語
彙
に
は

雅
語
や
俗
語
、都
の
言
葉
や
西
国
の
方
言
な
ど
、

そ
の
位
相
ま
で
を
解
説
す
る
。こ
の
辞
書
は
、『
日

本
文
典
』の
編
者
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
通
詞
を
つ
と

め
た
ジ
ョ
ア
ン・ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
編
纂
の
中
心

と
な
り
、日
本
人
イ
ル
マ
ン（
修
道
士
）た
ち
の
協

力
で
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
土
井
忠
生

説『
切
支
丹
語
学
の
研
究
』三
省
堂
、一
九
七

一
年
刊
）。安
土
・
桃
山
時
代
の
日
本
語
を
ロ
ー

マ
字
で
表
記
し
、当
時
の
発
音
が
写
し
取
ら
れ

二
、西
洋
式
で
最
初
に�
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て
お
り
、貴
重
な
音
韻
史
の
資

料
で
も
あ
る
。使
用
活
字
は
主
と

し
て
大
小
の
ロ
ー
マ
ン
体
、イ
タ
リ
ッ
ク

体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。ロ
ー
マ
ン

体
の
大
文
字
四
種
、小
文
字
三

種
、イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
大
文
字
三

種
、小
文
字
二
種
、そ
の
ほ
か
記
号

数
種
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
後
、こ

の
印
刷
機
は
マ
カ
オ
へ
と
運
び
出
さ
れ
た
。�

��　
本
木
昌
造
は
文
政
七
年（
一
八
二
四
）六
月

九
日
、長
崎
新
大
工
町
乙
名
、北
島
三
弥
太
の

四
男
と
し
て
誕
生
し
た
。十
歳
の
時
、母
方
の

叔
父
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
昌
左
衛
門（
一
八
〇

一
〜
一
八
七
三
）の
養
子
と
な
り
家
を
継
ぐ
。

幼
名
を
作
之
助
、ま
た
改
め
て
元
吉
、さ
ら
に

昌
造
と
称
し
た
。義
理
の
祖
父
は
、『
諳
厄
利

亜
語
林
大
成
』（
一
八
一
四
）の
編
纂
に
か
か
わ
っ

た
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
庄
左
衛
門
正
栄（
一
七

六
七
〜
一
八
二
二
）。十
一
歳
の
こ
の
年
稽
古
通

詞
と
な
り
、そ
の
後
、小
通
詞
末
席
、同
並
と
昇

進
し
た
。そ
の
か
た
わ
ら
化
学
を
学
ん
だ
。�

　
本
木
は
西
洋
の
活
字
印
刷
機
を
見
る
機
会

が
あ
り
、諏
訪
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
木
活
字
の
試
作
を
試
み
て
い
る
。嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）二
十
七
歳
の
こ
ろ
、流
し
込
み
活

字
を
考
案
し
、自
著『
蘭
話
通
弁
』を
印
刷
し

た
ら
し
い（
未
確
認
）。安
政
二
年（
一
八
五
五
）

三
十
一
歳
の
と
き
、長
崎
西
役
所
内
に
活
字
版

摺
立
所
が
設
置
さ
れ
、そ
の
取
扱
係
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
出
島
版
の
印
刷
に
か
か
わ
る
の
で
あ

る
。出
島
版
は
、長
崎
奉
行
荒
尾
石
見
守
と
海

軍
伝
習
方
取
締
永
井
岩
之
丞
と
相
談
し
、輸

入
品
の
蘭
書
の
復
刻
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ

た
。こ
の
と
き
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
所
有
し
て
い

た
ヨ
ー
ロッパ
製
の
活
版
印
刷
機
を
使
用
し
た
。�

　
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）本
木
は
三
十
六
歳

の
と
き
飽
の
浦
製
鉄
所
の
御
用
係
と
な
り
、蒸

気
船
二
艘
を
購
入
、艦
長
と
し
て
江
戸
・
大
坂
・

長
崎
間
の
海
上
勤
務
を
し
た
。�

　
安
政
六
年（
一
八
五
九
）、本
木
は
増
永
文
治

と
と
も
に『
和
英
商
賈
対
話
集
』を

発
行
し
て
い
る
。こ
れ
は
鉛
活
字
と

版
木
に
彫
り
つ
け
た
整
版
と
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、活
版
に

移
行
す
る
技
術
過
程
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。明
治
元
年（
一
八
六
八
）

四
十
四
歳
の
年
、よ
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
中
島
川
に
鉄
橋
を
架
け
た
。こ

の
時
期
は
有
能
な
実
業
家
と
し
て
活
動
す
る
。
�

　
こ
の
頃『
崎
陽
雑
報
』を
発
行
す
る
。こ
れ

は
木
活
字
を
用
い
、政
治
的
な
ニュ
ー
ス
や
世
間

の
う
わ
さ
話
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。�

　
そ
し
て
四
十
五
歳
の
明
治
二
年（
一
八
六
九
）、

彼
は
本
興
善
町
の
唐
通
事
会
所
跡
に
活
版
伝

習
所
を
設
立
、フ
ル
ベッ
キ
の
斡
旋
で
上
海
か
ら

ア
メ
リ
カ
人
ウ
イ
リ
ア
ム・ガ
ン
ブ
ル（W

.G
am
bule

）

を
迎
え
、電
胎
母
型
と
活
字
鋳
造
法
を
学
ん
だ
。

翌
明
治
三
年
、鉛
製
の
金
属
活
字
の
鋳
造
に
成

功
し
た
。「
新
町
私
塾
」を
開
き
十
五
歳
ま
で

の
子
供
た
ち
に
習
字
、読
書
を
教
え
、さ
ら
に
洋

書
に
つ
い
て
も
教
育
し
た
。そ
の
年
三
月
、「
新

町
活
版
所
」を
開
き
、わ
が
国
最
初
の
民
間
活

版
印
刷
所
を
始
め
た
の
で
あ
る
。翌
年
、長
崎

製
鉄
所
を
退
き
、活
字
製
造
、印
刷
事
業
に
専

念
し
た
。明
治
五
年（
一
八
七
二
）十
一
月
に
は

『
長
崎
新
聞
』の
発
行
を
開
始
し
た
。そ
の
間
、

本
木
は
明
治
三
年
に
は
大
阪
に「
大
阪
活
版
所
」

を
設
置
、翌
年
に
は
京
都
に「
點
林
堂
活
版
所
」、

さ
ら
に
横
浜
の
弁
天
通
に「
横
浜
活
版
所
」を

設
立
し
て
い
る
。そ
し
て
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

東
京
の
築
地
に
本
木
の
片
腕
と
い
わ
れ
た
平

野
富
治
に
よ
っ
て「
東
京
築
地
活
版
印
刷
所
」

が
設
置
さ
れ
、そ
の
後
日
本
は
次
々
と
新
聞
の

発
行
、雑
誌
の
刊
行
が
は
じ
ま
る
。写
真
家
の

上
野
彦
馬
と
な
ら
ん
で
日
本
の
近
代
黎
明
期

に
活
動
し
た
本
木
は
、明
治
八
年（
一
八
七
五
）

九
月
三
日
、五
十
二
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。�

三
、本
木
昌
造
の
近
代
活
版
印
刷
�

近代印刷文化の道を拓いた新町活版所跡。
（長崎市興善町）�

本木昌造の試作した木活字。�
（諏訪神社蔵）�

大光寺（長崎市鍛冶屋町）にある本木家の
墓。代々オランダ通詞だった先祖らと共に、
戒名「故林堂釋永久梧窓善士」が刻まれた
昌造の墓（手前右端）がある。�
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『シーボルトの所蔵本目録』�
1862年出島版（複製、武蔵文庫蔵）�

『和英商賈対話集 初版』安政6年（1859）
本木昌造刊（印刷博物館蔵）�


